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１．はじめに
最終氷期の終末にあたる晩氷期には，急激に温暖化して

2000年ほど継続したベーリング・アレレード期とその後に
再び寒冷化して 1000年ほど継続したたヤンガー・ドリア
ス期といった大きな気候変動があった。最終氷期が終わっ
た後の後氷期である完新世には晩氷期に起こったほどの気
候変動は認められていないが，太陽活動の変化とともに気
候変動が 1500年単位で繰り返されたことは，北大西洋堆
積物の分析から，海氷を伴った寒冷な海水が南下するボン
ド・イベントとして早くから認識されていた（Bond et al., 
1997, 2001）。その後，世界の 50地点のプロキシー・デー
タを対比したMayewski et al. (2004)は，そうした気候変

動が，極域の寒冷化や熱帯域の乾燥化，大気循環の大変
動とともに完新世には 6回あったと提示した。4.2 kaイベ
ントはこうした完新世に起こった大きな気候変動の一つで
あり，完新世でもっとも温暖な時期の後に生じた寒冷化イ
ベントとして注目されてきた。現在，このイベントは完新
世の時期区分の基準となる境界の一つとされるほか，人間
社会への影響も世界各地で検討されてきている。本論では
4.2 kaイベントにおける地球環境の変動と人間社会への影
響を中心にして最新の研究成果を概観する。最初にその前
提として，完新世の時期区分ともう一つの寒冷化イベント
である 8.2 kaイベントについて概要を紹介する。なお，現
在，氷床コアを用いた研究では西暦 2000年を基準とした
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能城修一 1：4.2 kaイベントにより生じた世界各地の
気候変動と人々の生活環境に与えた影響

Shuichi Noshiro1: Impacts of the 4.2 ka event on the climatic environment
and people’s life styles of the world

要　旨　最終氷期の後，約 1.2万年前に始まった後氷期の完新世にも大きな気候変動が存在し，現在，約 8220–8060
年前に起こった 8.2 kaイベントと約 4300–3890 年前に起こった 4.2 kaイベントを区切りとして，完新世は前期と中期，
後期に区分されている。とくに 4.2 kaイベントは人類社会がある程度発展してから起こった環境変動であるため，文
明の崩壊や断絶といった点で注目されてきた。本論では，まず 8.2 kaイベントと 4.2 kaイベントの完新世における位
置付けを記述した後で，4.2 kaイベントが世界の人類社会に及ぼした影響を概観し，ついで中国大陸での状況をやや
詳細に検討する。中国大陸では，この時期の気候変動により，北西部では 4.2 kaイベントを契機として新石器文明か
ら青銅器文明へと継続し，南東部では新石器文明の後，青銅器文明への継続はなかったとされており，小麦・大麦や
家畜のユーラシア大陸西部から北西部への導入との関連が議論されている。こうした海外での研究に比較して，日本
列島周辺での 4.2 kaイベントの検討は陸上ではごくわずかであり，琉球列島周辺を中心とした海域で，この時期の環
境変動が検討されているにすぎない。4.2 kaイベントにおける気候変動は，現在，多数のプロキシー・データを総覧
した解析が行われており，このイベントの実態について様々な議論が展開されている。
キーワード：海洋，気候変動，人類社会，農耕，遊牧

Abstract  Many climatic events occurred even during the Holocene that began with the end of the last glacial 
period. The Holocene is now divided into three subepochs using the 8.2 ka event that occurred in 8220–8060 yr 
BP and the 4.2 ka event that occurred in 4300–3890 yr BP as their boundaries. Because the 4.2 ka event occurred 
when human societies developed at various places in Eurasia, it had a great impact on those societies. Especially 
in China where many studies have been carried about the impact of the 4.2 ka event, societies changed smoothly 
from Neolithic to Bronze cultures in the north to western part with the introduction of wheat, barley, and domes-
tic animals from western Eurasia, but not in the southeastern part. Contrary to many studies carried in Eurasia, 
few studies have been carried out about the impact of the 4.2 ka event in Japan, especially in inland areas, and 
most studies are done about the oceanic environmental changes along the Kuroshio current. Comprehensive stud-
ies based on multiple proxies through the 4.2 ka event are now being carried out, and, based on the analytical 
results, the cause and impact of the event is variously debated.
Keywords: agriculture, climatic events, human society, nomadism, ocean
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年代（years before A.D. 2000；yr b2k）を用いるのが標
準となっているが，本論では，引用するほとんどの文献と
同様に西暦 1950年を基準とした放射性炭素年代（yr BP）
あるいは暦年較正年代（cal BP）を用いる。

２．完新世の新区分と 8.2 kaイベント ・4.2 kaイベント
完新世は，2018年 7月に国際地質科学連合（IUGS）の
国際層序委員会（ICS）によって，前期，中期，後期の三
つに区分された（平林・横山，2020；Walker et al., 2018, 
2019）。区分にあたっては，基準となる国際境界模式層断
面とポイント（Global Boundary Stratotype Section and 
Point: GSSP）が選定され，その地名に基づいて，前期は
グリーンランディアン期（Greenlandian Age），中期はノー
スグリッピアン期（Northgrippian Age），後期はメガラヤ
ン期（Meghalayan Age）と呼ばれることになった。グリー
ンランディアン期とノースグリッピアン期の開始はいずれ
もグリーンランド氷床コアプロジェクト（NGRIP）によっ
て中央グリーンランドで採取されたグリーンランドの氷床
コアに基づいて設定され（Rasmussen et al., 2006; Vinther 
et al., 2006など），グリーンランディアン期はNGRIP2の
深度 1492.45 mが，ノースグリッピアン期はNGRIP1の
1228.67 mが基準とされた。これに対し，メガラヤン期
はインド北東部メガラヤ州のモームルー洞窟（Mawmluh 
Cave）の KM-A石筍が基準とされた。これらの基準点の
層準には大きな変動が記録されていて，気候環境の変動を
反映したものと解釈されている。完新世の開始時点である
グリーンランディアン期の開始期には，NGRIP2で水の動
的分別指標（D-excess；植村，2007）が大きく変動し，ダ
ストが減少する点から水循環に大きな変動があったとされ
（Johnsen et al., 2001; Steffensen et al., 2008），その時期は，
年代測定値の誤差も考慮して 11,650 yr BPとされている
（Walker et al., 2018, 2019）。完新世中期のノースグリッピ
アン期の開始期には，NGRIP1の酸素安定同位体比と水
の安定同位体比（δD）が急減し，急激な寒冷化があった
とされ（Rasmussen et al., 2007; Masson-Delmotte et al., 
2005），その時期はグリーンランドの 3本の氷床コアをも
とに 8186 yr BPとされている（Walker et al., 2018, 2019）。
完新世後期のメガラヤン期の開始期には，モームルー洞
窟の石筍の酸素安定同位体比は 1.5‰低下し，モンスーン
期の降水量が 20–30%減少したとされ（Berkelhammer 
et al., 2012），その時期は，年代測定値の誤差も考慮して，
4200 yr BPとされている（Walker et al., 2018, 2019）。
このように完新世はその間に起こった二つの大きな気
候変動で区分されており，その変動は年代値からそれ
ぞれ 8.2 kaイベントと 4.2 kaイベントと呼ばれている
（Walker et al., 2018, 2019；平林・横山，2020）。8.2 ka

イベントは，ローレンタイド氷床の氷河湖であったアガ
シ・オジブウェイAgasiiz-Ojibway湖が，ハドソン湾に
あった氷床の残渣（Hudson Bay Ice Saddle: HBIS）を壊
してラブラドル海に氷とともに流下し，大西洋子午面循環
（Atlantic Meridional Overturn Circulation: AMOC）が
弱化した結果，引き起こされたと考えられている（Alley 
& Ágústsdóttir, 2005; Barber et al., 1999; Hoffman et al., 
2012; Kleiven et al., 2008; Morrill et al., 2014; Rush et 
al., 2023）。しかしこの決壊のみでは寒冷期が古気候記録
ほどの期間にわたって維持されないため（Matero et al., 
2017など），ハドソン湾を経由する淡水流入をはじめとし
て他の要因も現在検討されている（Carlson et al., 2008, 
2009; Gregoire et al., 2012など）。この時期に気候変動
が起こったことは，すでに中国南部のドンゲ洞窟で解析さ
れた石筍の酸素安定同位体比の増加がボンド・イベント
（Bond et al., 1997）に対応することから指摘されており，
中国大陸では夏季モンスーンが明瞭に弱化した時期とされ
ていた（Wang et al., 2005）。模式地であるグリーンランド
では，4本の氷床コアの変動を対比して，8.2 kaイベント
は 8247 yr BPから 8086 yr BPまでの約 160年間継続し，
最寒冷期は 69年間であったと報告されていた（Thomas 
et al., 2007）。その後，南アメリカや中近東（Cheng et al., 
2009）をはじめとして世界各地でこの時期の変動が認めら
れ，現在，世界の 275地点の洞窟生成物のうち 70％以上
に変動が認められている（Parker & Harrison, 2022）。そ
の中央値によると，8.2 kaイベントは 8223 ± 12 yr BPに
始まり , 8062 ± 14 yr BPに終わり，159 ± 11年間続いた
とされている。Walker et al. (2018, 2019)は 8.2 kaイベ
ントを約 8250–8090年前としているが，本論では Parker 
& Harrison (2022)にしたがって約 8220–8060年前と捉
えておく。小林（2017，2019）による関東地方の土器型
式の年代値に対比すると，8.2 kaイベントは縄文時代早期
後葉の鵜ヶ島台式期に相当する。8.2 kaイベントにおける
気候変動の様相は大西洋の北部でもっとも顕著であり，そ
の両岸で寒冷化が認められるほか，北半球の熱帯から中緯
度域は乾燥し，北半球のより高緯度の地域と南半球では一
般的に湿潤となった（Morrill et al., 2013）。また人間社
会への影響もメソポタミアから地中海東部で報告されてお
り（Roffet-Salque et al., 2018; van der Plicht et al., 2011; 
Weninger et al., 2006），日本列島でも南九州で検討されて
いる（Uchiyama et al., 2025）。

8.2 kaイベントは大西洋北部周辺で起こった氷河の後
退を主要な要因として起こったのに対し，4.2 kaイベント
の要因はまったく解明されていない（平林・横山，2020；
Walker et al., 2018, 2019）。要因としては，エルニーニョ・
南方振動（El Niño-Southern Oscillation: ENSO）の増大
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をはじめとして，熱帯収束帯（Intertropical Convergence 
Zone: ITCZ）の南下や大西洋子午面循環（AMOC）の
弱化などが検討されている（図 2：Dang et al., 2024; Lin 
et al., 2022; Marchant & Hooghiemstra, 2004; Renssen, 
2022; Toth & Aronson, 2019; Wanner et al., 2015; Yan 
& Liu, 2019など。詳細はWalker et al.（2018, 2019）お
よび平林・横山（2020）参照）。4.2 kaイベントの模式地
であるモームルー洞窟では，酸素安定同位体比が 8500～
6000年前の比較的低い値から約 6500年前に一度増加し，
その後，4000年前後の短期間に急激に増大し，モンスー
ンの降水の減少と捉えられた（図 1；Berkelhammer et al., 
2012）。Walker et al.（2018, 2019）はこの酸素安定同
位体比曲線に基づいて，4.2 kaイベントの開始を 4303 ± 
26 yr BP，寒冷化増大を 4071 ± 31 yr BP，終了を 3888 
± 22 yr BPとし，GSSPを 4200 yr BPと設定した。小林
（2017，2019）による関東地方の土器型式の年代値に対
比すると，4.2 kaイベントは縄文時代後期初頭の称名寺
1c式期から後期中葉の加曽利 B1式期に相当する。モーム

ルー洞窟では近年，より詳細な年代測定に基づいて別の石
筍の同位体比の検討が行われ，4.2 kaイベントの開始は
約 4255 yr BPでその後 4070 yr BPまで乾湿の変動が大
きく，4070–4010 yr BPにはモンスーン強化で多雨となり，
それ以降は明瞭に乾燥化が進むが，3970 yr BPと 3915 
yr BP前後の 20年ほどは特に乾燥化したと報告されてい
る（Kathayat et al., 2018）。4.2 kaイベントの副模式地と
されるのはカナダ北西部のローガン山Mt. Loganの氷床コ
ア PRColで，モームルー洞窟と同様の時期に酸素安定同
位体比の低下が認められ，経度方向の大気循環との対応が
指摘された（Fisher et al., 2008）。またこのMt. Loganの
寒冷化の時期にはカナダ西部やグリーンランド，アイスラ
ンドでは氷河が拡大し，カナダでは冷夏や降雪量との関連
が，グリーンランドでは最温暖期以降の氷河の拡大との関
連が，アイスランドでは大噴火との関連が議論されている
（Balascio et al., 2015; Geirsdóttir et al., 2019; Menounos 
et al., 2008）。グリーンランドの氷床コアでは，さらに完新
世の最温暖期以降の寒冷化が 4.2 kaイベントをきっかけ
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図 1　モームルー洞窟とローガン山の位置（上段）および両地点における酸素安定同位体比の変動と縄文時代の年代区分との対
比（下段）．モームルー洞窟の石筍の酸素安定同位体比（Berkelhammer et al., 2012）とローガン山の氷床コアの酸素安定同位
体比（Fisher et al., 2008）の対比図はWalker et al. (2019)による．4.2 kaイベントの開始と，GSSP，寒冷化増大，終了の年代
はWalker et al. (2019)に基づく． 関東地方における縄文時代の年代区分は小林（2017，2019）に基づく．
Fig. 1 Location of Mawmluh Cave and Mt. Logan (upper) and correspondance between their δ18O records and the division of 
the Jomon period (lower). The δ18O records of Mamluh Cave (Berkelhammer et al., 2012) and Mt. Logan (Fisher et al., 2008) 
are correponded by Walker et al. (2019). The division of the Jomon period in Kanto district follows Kobayashi (2017，2019).

4.2 kaイベントにより生じた世界各地の気候変動と人々の生活環境に与えた影響（能城修一）
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により明瞭となったことが，水蒸気の拡散モデルから捉え
られている（Gkinis et al., 2014）。アイスランド海盆や南
極半島でも，4.2 kaイベントをきっかけに，完新世後半の
低海水面温度や海氷卓越といった環境への変化が認められ
ている（Orme et al., 2018; Peck et al., 2015）。このように，
4.2 kaイベントはその寒冷化をきっかけとして，完新世の
環境が比較的温暖な中期から寒冷な後期へ転換した時点と
して位置付けられている。

３．イベント期の世界各地の気候変動と人類社会への影響
4.2 kaイベントには世界の各地で大きな気候変動が生じ
たとともに，人類社会へも大きな影響がもたらされた（図
2：平林・横山，2020；Ran & Chen, 2019；Walker et 
al., 2018, 2019）。ここでは中国大陸から始まって西回りに，
各地で起こった事例を概観する。
中国大陸西部では，アルタイ山脈における寒冷化と集落
の分布なども検討されているが（Huang et al., 2021），ほ
とんどの研究はチベット高原の東部で行われており，そこ
では寒冷化と夏季モンスーンの弱化による乾燥化によって，
集落が減少して低標高域に移り，農耕社会から遊牧社会へ
変化した（An et al., 2005; Hong et al., 2003; Hou et al., 
2016; Liu et al., 2010; Yang et al., 2021）。北東部の内モ
ンゴル自治区周辺では，呼伦（Hulun）湖や達里（Dali）

湖，袋海（Daihai）湖，公海（Gonghai）湖などで主に花
粉分析による研究によって気候変動が解析され（Chen et 
al., 2015; Wen et al., 2010, 2017; Xiao et al., 2004, 2018, 
2019; Xu et al., 2010），寒冷化と乾燥化によって集落が激
減して人々は黄海沿いへ移動するとともに農耕社会から遊
牧社会へと変動したとされている（Guo et al., 2018）。黄
河中流部の河南省では寒冷化と乾燥化が指摘される一方
（秦ほか，2015；Zhang et al., 2018a），西部から陝西省
にかけての山岳域では洪水が頻発した（Tan et al., 2018; 
Xia et al., 2004；张・夏，2011；Zhang et al., 2019a）。
渤海の湾岸では草原化・乾燥化とともに相対的海水準が
低下し（You et al., 2024），黄海では海水面温度の低下が
記録されている（Wang et al., 2011; Wu et al., 2016）。長
江中・下流部の湖北省から浙江省にかけての地域は中国の
新石器文化の中心地であり様々な角度から環境変動と社会
変動との関連が検討されている。この地域では，明瞭な気
候変動が認められないという報告もあるものの（Wang et 
al., 2023; Zhu et al., 2017），乾湿の繰り返し（Zhang et 
al., 2023）や寒冷・乾燥化（Yao et al., 2017），長江の流
出量の増加（Wang et al., 2014），降水量の増大による洪
水（Zhang et al., 2021a），エルニーニョの増大による稲
作の消滅（Li et al., 2018），相対的海水準の上昇（He et 
al., 2021; Wang et al., 2018），東シナ海の海水面温度の低

図 2　4.2 kaイベントに関連する気候変動と人間社会への影響（平林・横山，2020を改変）．平林・横山（2020）によると，4.2 
kaイベントのメカニズムは未解明であるが，赤道収束帯の南下と北大西洋表層水の寒冷化，ENSO変動との関連が想定されてい
る．その結果，アジアモンスーンの弱化と広範囲の地域での乾燥化が生じた．ITCZの位置は現在の 7月の位置で，Lechleitner 
et al. (2017)を平林・横山（2020）が改変したもの．
Fig. 2 Climatic changes during the 4.2 ka event and their impacts on human society (modified from Hirabayashi & Yokoyama, 
2020). According to them, the mechanism of the 4.2 ka event has not been clarified, but relationships with the southward move 
of ITCZ, the cooling of North Atlantic surface water, and ENSO are being discussed. These changes resulted in a weaking of 

Asian monsoon and drying in extensive areas. The position of ITCZ in July is modified by them from Lechleitner et al. (2017).
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下（Kajita et al., 2018）といった様々な現象と良渚文化の
消滅との関連が検討されている。また安徽省では乾燥化に
よって大汶口文化から龍山文化へ変化したと報告されてい
る（Wang et al., 2016）。中でも江西省の神農（Shennong）
洞窟と孽龍（Jiulong）洞窟の石筍の酸素・炭素同位体比
の研究は降水量の変動と良渚文化の消滅過程との対比を詳
細に検討しており，良渚文化は 4335–4269 yr BPの湿潤
化で消滅したこと，モームルー洞窟と同様に（Kathayat et 
al., 2018），4.2 kaイベント中でも 4.0 kaまでは比較的湿
潤で乾湿の変動が大きく，それ以降は乾燥化したことが示
されている（Zhang et al., 2021a）。中国大陸ではその他
にも 4.2 kaイベントに関連する多数の研究が行われている
が，中国大陸とその周辺の様々なプロキシーのデータを総
覧した研究（Lin et al., 2022; Zhang et al., 2018b）によ
ると，秦嶺山脈から長江デルタにかけての地域は湿潤とな
り，それより北側と西側は乾燥化したとされている。
東南アジアからオセアニアでは，ボルネオにおける降
水量の増大（Yamamoto et al., 2021）や，オーストラリ
ア北部におけるモンスーン弱化の開始（Denniston et al., 
2013），ニュージーランドの北島における嵐の増加（Gomez 
et al., 2004） などが報告されている。
南アジアでは，ネパールのララ湖（Nakamura et al., 

2016）とインド南部のカルナータカ州シャンティサガラ湖
（Sandeep et al., 2017）で夏季モンスーンの弱化が報告さ
れているほか，インド北西部やアラビア海では乾燥化によ
るハラッパ文明の都市の崩壊が報告されている（Dixit et 
al., 2014; Kathayat et al., 2017; Staubwasser et al., 2003）。
近年では 4.2 kaイベントにおいて 3.97 kaまで続いた明
瞭な乾燥化の後に 3.76 kaまで継続した漸進的な乾燥化に
よって後期ハラッパ文明が消滅したとされている （Giesche 
et al., 2023; Scroxton et al., 2023）。しかしハラッパ文明
が展開していた地域はインダス川の中流域から下流域の広
い範囲に及んでおり，暑い砂漠から暑いステップ，温暖で
冬季乾燥・夏季暑熱の地域など，夏季と冬季に降水のある
地域からヒマラヤからの融氷の水が得られる地域まである
点を考慮すると，ハラッパ文明の崩壊も単なる乾燥化では
説明できないという意見もある（Petrie et al., 2017）。
メソポタミアでは，4.2 kaイベントにおける乾燥化と同
時期の噴火によってアッカド文明が崩壊したことがシリア
を中心として報告されており（Cullen et al., 2000; Weiss, 
2017a, 2017b; Weiss et al., 1993），この時期には当時の
社会経済システムでは維持できないレベルに都市化が進
行していたことも肥沃な三日月地帯北部での社会の崩壊の
背景に存在すると指摘されている（Carolin et al., 2019; 
Lawrence et al., 2021）。
地中海の東部のレバントでは，北部で影響が認められな

いという報告もあるものの（Manning et al., 2020），一般
的には 4.2 kaイベント時には乾燥化が進み，オリーブ畑
の放棄や都市の減少，遊牧化があったとされている（Bar-
Matthews et al., 2003; Kagan et al., 2015; Kaniewski et 
al., 2013, 2017; Langgut et al., 2014, 2015）。一方，レバ
ント全体で乾燥化が進んだのではなく，中部から南部で
は 300年間前後の乾燥期が 2回あったという報告もあり
（Kaniewski et al., 2018），南アジアや東アジアでの報告と
合わせて考えると，4.2 kaイベントの間にも色々な気候変
動や環境変動があったようである。地中海の他の地域をみ
てみると，イタリア北部やスペイン南部，アルジェリアで 4.2 
kaイベントの時期に乾燥化が認められており，人類社会へ
の影響が検討されている（Drysdale et al., 2006; Groucutt 
et al., 2022; López-Sáez et al., 2018; Ruan et al., 2016）。
エジプトとその周辺では，4.2 kaイベントにはサヘルを中
心として乾燥化が進み，ナイル川下流域ではナイル川の水
位低下や，砂漠由来の風成物質流入量の増加，穀物栽培
の衰退と飢餓で，エジプトの古王国（第 3–6王朝）が崩
壊したとされている（Arz et al., 2006; Hassan et al, 2017; 
Pennington et al., 2019; Stanley et al., 2003）。歴史資料
と環境変遷の研究成果を付きあわせて，Younes & Bakry 
(2022)は中央から地方へと政治権力が拡散したという社会
政治的な背景と干ばつやそれによって引きおこされた飢饉
との関連を検討し，古王国の崩壊から第 1中間期にかけて
生じた気候変動に対する人類社会の対応を提示している。
アフリカ東部では，エチオピアのタナ湖やキリマンジャ
ロ山で 4.2 kaイベントにおける明瞭な乾燥化が報告され
ているが（Marshall et al., 2011; Thompson et al., 2002），
ウガンダとコンゴにまたがるエドワード湖やケニアのトゥ
ルカナ湖では乾燥化は軽微であったとされている（Ricketts 
& Johnson, 1996; Russell & Johnson, 2005; Russell et 
al., 2003）。アフリカ中央部では，4000–4200 yr BPにお
けるサヘルの乾燥化と 3900–3200 yr BPの湿潤期による
チャド湖の拡張や，言語学的な解析から，バンツー族の拡
散の年代とルートが検討されている（Koile et al., 2022; 
Maley & Vernet, 2015など）。アフリカ南部では，ナミビ
アのダンテ（Dante）洞窟の石筍の酸素安定同位体比から
4.2 kaイベントに熱帯降雨帯が南下して周辺が湿潤化した
ことが指摘され（Railsback et al., 2022），ダンテ（Dante）
洞窟の別の石筍の解析から湿潤期が 4.2 kaイベント期に 2
回あったことが示されている（Railsback et al., 2018）。一
方，南アフリカ西南部のカトバッキー（Katbakkiese）峠の
イワダヌキの排泄物の分析では，4.2 kaイベントの影響は
まったく認められていない（Chase et al., 2015）。
北アメリカ中東部では 4.2 kaイベント期に乾燥化し，湿
原の地下水位低下や湖底の年縞厚の増加，砂丘の移動量

4.2 kaイベントにより生じた世界各地の気候変動と人々の生活環境に与えた影響（能城修一）
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の増加などが報告されている（Booth et al., 2005）。トウ
モロコシは，4.2 kaイベントの直前にはアメリカ西南部に
出現し，4000 yr BPには様々な環境で狩猟採集民の生活
に組み込まれたため，その拡散については民族の移動との
関連で 4.2 kaイベントの影響が議論されている（Merrill 
et al., 2009; Smith, 2017など )。ユカタン半島で行われた
花粉分析による解析では，4.2 kaイベントを含む 5400–
3900 yr BPに乾燥化し，4.2 kaイベント期にトウモロコシ
が出現することから人類の生業との関連が指摘されている
（Torrescano-Valle & Islebe, 2015）。またメキシコ中部の
石筍の酸素安定同位体比の解析では，4300 yr BP以降に
は，エルニーニョ・南方振動の増大によって完新世後期の
乾燥化の時期に入ったとされている（Bernal et al., 2011）。
南アメリカでは，ペルーやボリビアの山岳氷床やパタゴ
ニアの洞窟の石筍では 4.2 kaイベントの変動は不明瞭で
あるものの（Schimpf et al., 2011; Thompson et al., 2000），
ブラジルの洞窟の石筍では 4.2 kaイベント期に湿潤化が
認められ，中国大陸東部のドンゲ洞窟の酸素安定同位体比
から復元される気候変動のパターンとは逆の気候変動が起
こったと指摘されている（Wang et al., 2007）。

４．中国大陸での 4.2 kaイベントの人類社会への影響
中国大陸では古くから 4.2 kaイベントにおける環境変動
が新石器文化へ及ぼした影響が検討され，この時期に北部
は乾燥し，南部は洪水が多発して新石器文明が崩壊したが，
他の地域とは異なって中原ではその後，最初の国家が誕生
したとされていた（Wu & Liu, 2004）。Liu & Feng (2012)
は中国大陸における 4.2 kaイベントの環境変動を概観し
た後で，青海省から甘粛省の地域，内モンゴルの中南部と
東南部，海岱地域，長江の中・下流域，黄河の中・下流
域，中原の文化地域について，文化層ごとに遺跡の検出状
況を解析した。その結果，中原を除いたすべての地域で 4.2 
kaイベントを境にして文化が断絶し，青海省から甘粛省の
地域と，内モンゴルの中南部と東南部ではそれまでの農耕
社会から遊牧を伴う社会に変化したことを提示した。その
後，He et al. (2022)はそれ以降の遺跡の検出状況に加えて，
栽培植物の出土状況から，4.2 kaイベントを通した中国大
陸における社会変動を検討した。ここでは，He et al. (2022)
に基づいて，4.2 kaイベントが中国大陸の新石器文化に与
えた影響を概観する。
中国大陸の新石器時代から青銅器時代にかけて行われた

4160点の放射性炭素年代測定値と 336点の植物考古資料

データをもとに，He et al. (2022)は，それらの出現状況を
遼西地域と甘青地域，中原という北西部と，海岱地域と江
漢地域，長江デルタという南東部で検討した（図 3A）。放
射性年代測定値の積算確率分布（SPD）が当時の人口を反
映しているという前提のもので，562遺跡における 3001
点の測定値から 1184時点における SPDの経時的な変化を
検討した（図 3C）。その結果，北西部の遼西地域と甘青地
域，中原は 4.2 kaイベント間とその後に人口が増加したの
に対し，南東部の海岱地域と江漢地域，長江デルタでは 4.2 
kaイベントの前に人口が増加し，イベント間とその後には
人口が急減した。遼西地域と甘青地域，中原では，4.2 ka
イベント間と直後の約 4000 cal BPと約 3400 cal BPに人
口増加がほぼ並行して起こり，それぞれ後期新石器文明の
発展期と青銅器文明に対応していた。それに対し，海岱地
域と江漢地域，長江デルタでは 4.2 kaイベント前の後期
新石器文明にピークがあるのみで，その後は，海岱地域で
は約 3800 cal BPに，江漢地域では約 4100 cal BPに，長
江デルタでは約 4300 cal BPに人口は最低となり，青銅器
文明ではない単純で人口の少ない社会に置きかわっていた。
次に，He et al. (2022)は，この時期の農耕の実態を
検討するため，アワ Setaria italica (L.) P. Beauv.とキビ
Panicum miliaceum L.，イネOryza sativa L.，コムギ
Triticum aestivum L.・オオムギHordeum vulgare L.，ダ
イズGlycine max (L.) Merr. subsp. maxの出現状況を
4.2 kaイベントの最中（4300–3900 cal BP）とその後
（3900–3500 cal BP）に分けて検討した（図 3D）。遼西地
域と甘青地域では，4.2 kaイベント期もその後もアワとキ
ビを主体としていたが，甘青地域ではコムギ・オオムギの
比率が次第に高くなった。中原では 4.2 kaイベント期もそ
の後もアワを主体とし，それにキビとイネ，ダイズが伴っ
ていた。それに対し，海岱地域と江漢地域，長江デルタで
はイネの比率が高く，海岱地域と江漢地域ではイネとアワ，
キビが混植され，4.2 kaイベント後にイネの比率が有意に
低下した。一方，長江デルタではイネのみが 4.2 kaイベン
ト期もその後にも植えられていた。こうした地域ごとの変
動を北西部と南東部で取りまとめて人口の動態と対比する
と，4.2 kaイベントの前は北西部でも南東部でも人口も農
耕も約 7000 cal BP以降増加して約 4900 cal BPにピーク
に達した。それに対し，4.2 kaイベント期の北西部では人
口も農耕も約 4000 cal BPに再びピークを迎えたのに対し，
南東部では急減した。4.2 kaイベント後でも北西部では約
3400 cal BPにまたピークが見られるのに対し，南東部で

Fig. 3 Impacts of the 4.2 ka event in mainland China (after He et al., 2022). A: Sites with archaeological radiocarbon dates in 
six regions of mainland China and location of climate records. B: Climate records of the 4.2 ka event and changes in precipita-
tion during the weak monsoon of 1979–2010. C: Summed probability distribution (SPD) of archaeological radiocarbon dates 
in the six regions. gray: all dates, red: during the event, green and blue: after the event. D: Occurrence of crop plants across the 
4.2 ka event. pale red in the background: during the event, pale blue: after the event.
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図 3　中国大陸における 4.2 kaイベントの影響（He et al., 2022）．A：年代測定値と植物資料が得られている 6地域と気候変動
の記録地点．B：イベント時の気候記録と，1979年～ 2010年のモンスーン弱化期の降水量変動．C：放射性年代測定地の積算
確率分布（SPD）（灰色：全点，赤：イベント期の文化，緑・青：イベント後の文化）．D：イベント前後における栽培植物の出現
頻度（背景の薄い赤：イベント期，薄い青：イベント後）．
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は減少傾向が継続した。この検討の結果は，北西部では雑
穀農耕によって 4.2 kaイベント期の環境変動をしのいだの
に対し，南東部では稲作の衰退が影響して人口が激減した
ことを示していた。

4.2 kaイベント期のプロキシー・データによると，秦嶺
山脈から長江デルタにかけての地域は湿潤となり，それよ
り北側と西側は乾燥化したが（Lin et al., 2022; Zhang et 
al., 2018b），これはモンスーンが弱化した際の現在の降水
量の変動とよく合っている（図 3B）。4.2 kaイベント期に
乾燥化と寒冷化が進んだとされる甘青地域でコムギ・オオ
ムギの栽培がこの時期に広がるのは，アワやキビよりも霜
害と低温に強いためと考えられている。4.2 kaイベント期
に長江流域で稲作が維持困難となって新石器文明が崩壊
したのは，洪水の増大や寒冷下などの大きな気候変動がそ
の要因とされている（Kajita et al., 2018; Li et al., 2018; 
Wang et al., 2023; Zhang et al., 2021a, 2021b, 2023）。た
だし，4.2 kaイベント期にコムギの存在がすでに海岱地域
で報告されており（Long et al., 2018），この時期の栽培と
穀類の伝播についてはさらなる検討が必要なようである。
中国大陸におけるこうした 4.2 kaイベント期の変動の
背景にはより大きな文化的および社会的な変動が存在し
た。キルギスタンでの石筍の解析によると，中央アジアで
は 5820–5180 yr BPに大きな干ばつがあり，5000年前以
降になってやっと西アジア起源のコムギとオオムギ，羊・
ヤギ，牛および東アジア起源のアワとキビの両方を持つ遺
跡がチベット高原周辺でわずかに出現し，4000年前以降
にごく普遍的になる（Tan et al., 2021）。シルクロードに
沿った人骨の炭素同位体比と植物資料の年代測定値の対
比でも，ちょうど 4.2 kaイベントを境にして，コムギ・オ
オムギ食とアワ・キビ食の中間の同位体比をもつ人骨が出
現し，それまではチベット高原の西端でしか出現していな
かったコムギ・オオムギが東端へと広がり，3500年前に
は中国大陸北西部まで広がったことが示されている（Dong 
et al., 2017）。中国大陸の黄河中・上流域と中原より下流
の地域で出土した動物遺体をみると，5000–4300年前に
は全域で野生動物と在来の豚・犬の出土が多いのに対し，
4300–3000年前になると中・上流域では西アジア起源の
羊・ヤギと牛が半分以上を占める場所が多くなり，下流域
でも 30％以下ながら出土する（Dong et al., 2020）。こう
した家畜や栽培植物の伝播と共に，冶金術も中国大陸に伝
わるともに（Li, 2015），こうした技術がベースとなって社
会基盤が充実し，中原では中国大陸で最初の王朝が出現し
たとされている（Yuan et al., 2020）。このように 4.2 kaイ
ベントは中国大陸の社会に大きな変動をもたらした現象で
あったが，人口は東南部ではイベントの前に増大してその
後稲作の衰退とともに激減したのに対し，北西部ではイベ

ント中に増大してその後穀類の栽培をもとに増大したよう
に，地域によって人間社会の応答は異なった。最近では 4.2 
kaイベントが，人の移動から始まる生業経済の多様化およ
び文明要素の交換と共有による中国文明の形成のきっかけ
となったという見解も提示されている（中村，2025）。

５．日本列島における 4.2 kaイベントの人類社会への影響
日本列島における完新世の環境変動と人類社会との対応
はKudo (2007)および工藤（2012）によって検討され，4.2 
kaイベントはボンド・イベント（Bond et al., 1997）お
よびドンゲ洞窟の石筍の酸素安定同位体比（Wang et al., 
2005）と対比して捉えられた。そして，この時期の日本列
島では，鳥取県東郷池の年縞（福沢ほか，1999）や，関
東平野の植生変遷（吉川，1999a），関東地方の海水準変
動（遠藤・小杉，1990），千葉県古流山湾周辺の環境変遷（遠
藤ほか，1989），埼玉県川口市の赤山陣屋跡遺跡の環境変
遷（辻，1989）といった報告から，環境が大きく変動した
ことを提示した。ただし，相対的海水準の変動は，東京湾
を中心として，マガキ礁や貝や珪藻の組成，堆積物の性格，
出土遺物とその年代測定値を用いて復元されているが，ま
だ一致をみていない（遠藤，2017；Tanabe, 2022）。一方
で，この時期に関東地方の開析谷で浅い谷が形成される
ことは，すでに赤山陣屋跡遺跡で見いだされ（辻，1989），
ついで東京都東村山市の下宅部遺跡でも報告されていた
（工藤ほか，2007）。そのため，この時期の堆積物は関東地
方では一般に欠如していて，この時期を跨いで行われてい
る花粉分析でもデータが欠落しているのが普通である（吉
川，1999bなど）。しかしこの時期は，その前後で低地の
環境が谷沿いの疎林から低地林に変化するとともに，ト
チノキをはじめとする様々な植物資源が重層的に利用され，
縄文時代の人々の植物資源利用が大きく変わる時期であ
り（能城・佐々木，2014；Noshiro et al., 2025；佐々木
ほか，2007），4.2 kaイベントの時期は文化史的にも重要
な時期である。なお，4.2 kaイベントとの関連で青森県青
森市の三内丸山遺跡の集落の崩壊と陸奥湾の海水温低下
（Kawahata, 2019; Kawahata et al., 2009）との対応がよ
く引用されている（図 2）。Kawahata et al. (2009)および
Kawahata (2019）が示した陸奥湾の海水温低下は 4.2 ka
イベント期に始まり，それ以降の約 1000 年間，海水温低
下が継続する。一方，三内丸山遺跡の集落は 4300 cal BP
にはすでに終焉を迎えており（辻・中村，2001），4.2 ka
イベントとは関連がないと考えられる。
それでは当時の日本列島周辺の環境はどのように変動し
たのであろうか。まず台湾南部の東源湖で行われた堆積物
の分析では，5000年前から 4.2 kaイベント直前までは乾
燥化が認められるものの，4.2 kaイベント期における大き
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な変動は捉えられていない（Yang et al., 2011）。黒潮周
辺の変動を南から見てみると，長江河口沖の堆積物から検
討した黒潮の分流である黄海暖流の海水面温度はイベン
ト期に上昇しており，黒潮の流れが強くなったことを示し
ていた（Zhang et al., 2019b）。一方，韓半島南端で行わ
れた花粉分析によると，イベント期には乾燥して恐らく寒
冷でもあった時期が 2回あり，その時期には遺跡出土植物
資料の積算確率分布が極小となることから，定住率が低下
したとされている（Park et al., 2019）。琉球列島周辺では，
4600–2700年前に冬季モンスーンの増大で黒潮が弱化し
たが，4.2 kaイベントの影響はとくに認められないという

報告（Jian et al., 2000）から，サンゴ礁の成長が鈍化した
という報告（Hamanaka et al., 2012）やサンゴ礁で推定
した海水面温度が夏季も冬季も 2度ほど低下したという報
告（Seki et al., 2012）もあり，イベント時の現象について
は明瞭な見解は得られていない。琉球列島周辺の海洋底コ
アの有孔虫のデータを総覧したUjiié et al. (2003)によると，
4.2 kaイベントの時期には Pulleniatina obliquiloculata

の出現が減少する Pulleniatina極少事変（Pulleniatina 
minimum event: PME）が起こるが，海水面温度はごくわ
ずかの地点でしか低下せず，黒潮の温度は低下していな
かった（図 4）。ただし，Pulleniatina obliquiloculataの減

男女海盆 太平洋（琉球海溝）

沖縄トラフ

男女海盆

太平洋
沖
縄
ト
ラ
フ

琉球
海溝

年
代

温度

酸素同位体比

酸素同位体比

酸素同位体比
冬季海面水温
夏季海面水温
ヤンガー・ドリアス
ベーリング・アレレード

酸素同位体比
冬季海面水温
夏季海面水温

温度

年
代

図 4　沖縄トラフと男女海盆，琉球海溝における夏季海面水温と冬季海面水温，浮遊生有孔虫の酸素安定同位体比の経時変化の
対比（Ujiié et al., 2003）．斜線部は Pulleniatina極少事変（PME），点を付した部分は最終氷期最寒冷期を含む寒冷期．
Fig. 4 δ18O records of planktonic foraminifera and summer and winter surface temperatuares in Okinawa Trough, Danjo Ba-
sin, and Ryukyu Trench (after Ujiié et al., 2003). slashes: Pulleniatina minimum event (PME), dots: cold periods.

4.2 kaイベントにより生じた世界各地の気候変動と人々の生活環境に与えた影響（能城修一）
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少に伴って，黒潮の表徴種であるが異なった生息環境をも
つNeogloboquadrina dutertreiが増加することから，こ
の時期にはエルニーニョ・南方振動（ENSO）が関与して
黒潮の性格が変わったとされている。博多湾の海洋底堆積
物では 4.2 kaイベント期に 2° Cほどの海水温低下が認め
られるが，沿岸域の湧昇の影響を受けた揚子江河口域にお
ける 4° C以上の海水温低下と比べると有意に少なかった
（Kajita et al., 2022）。
日本列島で唯一の酸素安定同位対比の変動が検討され
ている新潟県福

ふくがぐち

来口鍾乳洞の石筍では，4100 年前後に
100年間ほど酸素安定同位対比がやや低下するものの，大
きな変動は認められていない（Sone et al., 2013）。また
日本列島周辺の珪藻群集から海水面温度の変動を解析し
た研究でも，4.2 kaイベントの時期に海水面温度が低下
したという傾向はごく一部の地点でしか認められておらず
（Koizumi, 2008），また北海道の沖で採取された海底堆積
物中の珪質鞭毛藻の解析でも 4.2 kaイベントの時期に大
きな変動は認められていない（Okazaki et al., 2024）。一方，
貝類の組成を太平洋側と日本海側で比較した松島（2010）
は，太平洋側では縄文時代中期まで紀伊半島付近に生息し
ていた熱帯種がその後激減したのに対し，日本海側では縄
文時代中期と後期ではそれほど変動は無かったとしている。
このように，日本列島とその周辺における 4.2 kaイベン
トの環境変動の研究は中国大陸と比べると圧倒的に少なく，
日本列島周辺における実態は分かっていない。そのため縄
文時代の人々の生活環境への影響も未解明である。4.2 ka
イベント期を通じて縄文時代の人々の生活が捉えられてい
る唯一の場所は埼玉県北本市のデーノタメ遺跡である。こ
の遺跡は荒川の支流である江

えがわ

川が大宮台地の北端を開析し
た場所にあり，縄文時代中期前半から後期中葉の間の 3時
期に集落が営まれ，漆塗りを含む同時期の土器と，中期の
クルミ塚 6基，後期のトチ塚 1基が検出された（北本市教
育委員会，2019）。この遺跡では 68試料の放射性炭素年
代測定を行った結果，普通は欠落している 4.2 kaイベント
期の堆積物が谷の縁に残されていたことが判明し，その資
料を含めて検討した結果，4.2 kaイベント期を通して集落
周辺にはクリ林とウルシ林が維持されて，その資源が活用
されており，縄文時代の人々の生活環境には大きな変化が
無かったことが判明した（Noshiro et al., 2025）。しかしデー
ノタメ遺跡における縄文時代の人々の生活の様相が日本列
島において普遍的なものなのかは，より広い地域で同時期
の現象を確認すると共に，考古学的な事象とも対照して検
討されるべき課題であろう。

６．4.2 kaイベントの最新の解釈
4.2 kaイベントは完新世の時期区分として 2018年に提

示されたが，主要因が解明されている 8.2 kaイベントとは
異なって，その存在にはしばしば疑問が呈されている。例
えば，北大西洋周辺で 4.2 kaイベント時点の現象を比較
したところ，グリーンランド南東部とアイスランド，スバー
ルバル諸島西部では寒冷化で氷河の前進が見られるが，グ
リーンランドの他の地域やエルゼミーア諸島では異例に温
暖となるため，4.2 kaイベントは完新世後期の寒冷化の
一現象にすぎないという意見もある（Bradley & Bakke, 
2019）。また，中央アジアの天山山脈からツルファン盆地
のプロキシーを比較した研究では，5400–5100年前に明
瞭な乾燥期が，4900–4500年前と 3400–3100年前に明瞭
な湿潤期が認められるのに対し，4.2 kaイベント期は乾燥
を示すプロキシーが多いものの，全体としては湿潤あるい
は変化無しのプロキシーの方が多く，この間の変動は明瞭
でない（Liu et al., 2023）。そのため，Helama (2024)は
古気候に関する 317論文を総覧して，熱帯収束帯の南下
によってアジアモンスーンの影響下にあるユーラシア南部
から地中海で乾燥し，ヨーロッパ中・北部は湿潤となると
いう傾向が得られているが，これらの地域での研究が全体
の 4分の 3以上を占めており，4.2 kaイベントの実態を把
握するには詳細な年代測定に基づく世界各地での研究が現
時点でも必要であると主張している。
こうした背景のもとで，この数年，多数のプロキシーを
取りまとめて，4.2 kaイベントを再評価する研究が行われ，
まったく異なった成果が得られている。一つはMcKay et 
al. (2024)による研究で，1142点の古気候データに基づい
て気温と降水量の大変動の出現を地域ごとに検討したもの
である。その結果をみると，8.2 kaイベント期にはグリー
ンランドから北大西洋を中心として寒冷・乾燥の明瞭な変
動が見られ，それがヨーロッパ北部とスカンジナビア半島
南部から東南アジアまで伸び広がり，東南アジアでは乾燥
化が著しかった（図 5A）。それに対し，4.2 kaイベント期
には有意な気温や降水量の変動が 52地点でしか認められ
ず，地域ごとにまとまってはいない。また，4.2 ka（4.3–4.1 
ka）と 4.0 ka（4.1–3.9 ka）における変動を比較すると，
全般的に地中海東部・中近東と，中央・南アジア，アメリ
カ南西部などは温暖・乾燥に，ヨーロッパ北東部や東ア
ジア，アメリカ北西部・カナダ南西部などは湿潤・寒冷に
なったように見えるが，地域ごとに変動をみると，まった
く別の変動を示している可能性が高いとしている。そのた
め，McKay et al. (2024)は 4.2 kaイベントは世界レベル
での変動ではないと主張している。
もう一つはNan et al. (2025)によるもので，北半球の

200地点の古気候データを検討し，その内の 65％の地点
では4.2 kaイベント期に気候変動が起こっており，ヨーロッ
パから中近東と，中央アジア，南アジア，北米では乾燥化
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を示す地点が多く，東南アジアから東アジアでは半分の地
域は湿潤化を，残りは乾燥化を示していた。地域ごとによ
り細かく検討すると，ヨーロッパから中近東では北緯 39
度より北は湿潤化，南は乾燥化を示し，東南アジアから東
アジアでも北緯 30度より北は乾燥化，南は湿潤化を示し，
北米では，西経 106度より東は湿潤化を，西は乾燥化を示
していた（図 5B）。それに対し，中央アジアと南アジアでは，

乾燥化を示す地点のほうが多く，全般に乾燥化を示した。
Nan et al. (2025)は，このように地域によって乾燥と湿潤
が東西や南北の軸で起こる様相がまさに 4.2 kaイベント
の特徴であるとし，McKay et al. (2024)が見逃している点
であると指摘した。そして 4.2 kaイベントの要因を検討し
て，このイベントは大西洋子午面循環（AMOC）の弱化
や大西洋数十年振動（Atlantic Multidecadal Oscillation: 

寒冷 温暖 乾燥 湿潤

A

B

湿潤 乾燥

図 5　8.2 kaイベントと 4.2 kaイベントにおける気候変動．A：1142地点の古気候プロキシーで 8.2 kaイベント（8.3–8.1 ka）
と 4.2 kaイベント（4.3–4.1 ka）に見いだされた有意な変動の分布（McKay et al., 2024）．南アジアで温暖乾燥，ヨーロッパで
寒冷湿潤の変動が認められる．B：北半球の 200地点の古気候プロキシーで 4.2 kaイベントに見いだされた乾湿の傾向（Nan et 
al., 2025）．細かい点線は地域内における乾湿の分布の境界で，ユーラシア大陸では南北で，北米では東西で乾湿の傾向が異なる．
Fig. 5 Climatic changes during the 8.2 ka and 4.2 ka events A: Distribution of significant climate excursions during the 8.2 ka 
and 4.2 ka events (McKay et al., 2024). B: Spatial expression of hydroclimatic change during the 4.2 ka event in the Northern 
Hemisphere (Nan et al., 2025).

4.2 kaイベントにより生じた世界各地の気候変動と人々の生活環境に与えた影響（能城修一）
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AMO）と大西洋南北熱塩循環（Atlantic Meridional 
Overturning Current: AMOC）の強化で始まり，その
後は太平洋でも太平洋・北米パターン（Pacific-North 
American (PNA) pattern）の強化とエルニーニョの増加が
起こって世界レベルに拡大したとしている。
しかし 4.2 kaイベント期の北半球の乾湿分布を示した

Nan et al. (2025)の図も，南北や東西で区切った地域内で
も乾湿の傾向は一定しておらず（図 5B），プロキシー・デー
タの年代軸の設定や，検討対象とする時間枠の設定，プロ
キシー・データの気候学的解釈，当時の気候の地域内変
異といった様々な要因がこの時期の気候環境を把握するの
に影響していると思われる。最近，中近東から地中海周辺
で行われた研究によると，4.2 kaイベント期の気候変動は
地域レベルでみても単純ではない。地中海東部から中近
東では，プロキシー・データのベイジアン構造時系列モデ
ルから，エジプト付近の亜熱帯高圧帯（Subtropical High 
Pressure Zone: STHPZ）の北方への拡大による地中海周
辺から紅海での乾燥化と，中近東での風成塵増加という傾
向が示されたが，地中海周辺から紅海でも乾燥化を示して
いない地点も多々存在した（Ön et al., 2021）。地中海周辺
の 62のプロキシー・データを取りまとめた研究では，4.2 
kaイベント期には全般的に乾燥化した地点が多いものの，
乾湿や気温の変動は混在しており，地域ごとにまとまった
変動は見られていない（Bini et al., 2019）。イタリアからチュ
ニジアにかけての 36の花粉分析データを総覧した研究で
は，北緯 43度以北では森林の変化はなく，北緯 39度以
南では森林が明確に後退したが，北緯 43度～ 39度にか
けては，半島では森林が明瞭に後退した場所と不明瞭な場
所があり，サルジニア島とコルシカ島ではまったく森林に
変化がなかった（Di Rita & Magri, 2019）。このように 4.2 
kaイベント時における気候変動は一つの地域内でも複雑な
様相を示しており，8.2 kaイベント時に北大西洋周辺で大
規模に広がった寒冷化と乾燥化とは異なった様相がこの時
期には起こったようである。Scroxton & McKay (2024)は，
実際にイベント時の気候変動が多大な地域的影響を及ぼし
た空間と，イベント時に気候変動が起こっているが，同時
並行に同じレベルの気候変動が起こっている空間を対照し
ながら，影響の範囲を検討する必要性を説いている。

７．まとめ
これまで述べてきたように，4.2 kaイベント期のユー
ラシア大陸では農耕に基づく社会が定着して発展してお
り，4.2 kaイベントにおける気候変動が中国大陸や南アジ
ア，中近東からレバント，エジプトなどで大きな社会変動
をもたらした。8.2 kaイベント期には人間社会は 4.2 kaイ
ベント期ほど発展していなかったと捉えられているが，北

半球を中心とした気候変動の大きさから考えて，それなり
の社会変動が生じたと想定される。関東地方で見てみると，
4.2 kaイベント期の低地の堆積物は辻（1989）や工藤ほ
か（2007）が指摘しているように欠落していることが多く，
8.2 kaイベント期の堆積物は一般的に東京湾平均海面より
下位にあり（吉川ほか，2022など），いずれも変動期を捉
えるのは容易ではない。一方，関東地方では 4.2 kaイベン
ト期を境として，それまでハンノキがまばらに生育してい
た開析谷内の低地がヤチダモ・ハンノキ林で覆われるよう
に変化し（辻，1989），低地周縁におけるトチノキの増加
とともに縄文人の植物資源利用も大きく変化した（佐々木
ほか，2007；能城・佐々木，2014）。このように完新世に
起こった小規模な気候変動でも関東地方では植生や人間社
会には大きな影響を及ぼしており，関東地方以外および内
陸部でも植生や人間社会に変化が生じた可能性がある。こ
うした点で，今後の植生史研究においても，急激で短期的
な気候変動が完新世にも存在したことは認識しておくべき
であろう。
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